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§１．研究開発成果の概要 

本研究では、化学物質内に化学結合を介した水素の貯蔵、および水素活用の際には当該の化

学結合の活性化を介した水素発生の両過程から構成される、化学的水素貯蔵法の開発に注目し

研究を遂行している。特に、メチルシクロヘキサン（C7H14; MCH）を水素キャリアとする手法に代表

される従来法と比較して、大幅な省エネルギー条件下での作動を可能にする新しい水素キャリア

の開発を目的とした研究を行っている。併せて、水素キャリアを活用した水素発生および水素貯蔵

の両過程を省エネルギー条件下で達成可能な、貴金属の活用に依存しない貴金属フリー触媒の

開発も目的としている。これらの目的達成に向けて本研究では、独自開発したケイ素化合物の水

素キャリアとしての活用と、鉄やニッケルなどの普遍金属から構成される貴金属フリー触媒の開発

に立脚した研究を遂行している。 

今年度はまず、貴金属フリー触媒として、ニッケルから構成されるナノ粒子の活用に立脚した研究

を行った。この際、適切な固体担体存在下において、ニッケル種前駆体を、適切な還元剤で還元

させつつ固体担体に担持することで、低原子価のニッケル種が高分散状態で担体に担持されるこ

とを見出した。次に、今回開発した高分散ニッケル担持体を触媒として用いて、ケイ素系水素キャリ

アのモデルとして Ph2SiH2 を用いた水素発生反応を検討したところ、従来法である MCH における

反応条件と比較して大幅に温和な条件下で水素発生が定量的に可能であることを見出した。一方、

逆反応である水素付加による Ph2SiH2の再生については、上述のニッケル固体触媒の構造を改変

したものを用いることで、省エネルギー条件下において高効率的に進行することを見出した。一方、

ケイ素系水素キャリアの合成においては、前年度に合成したキャリア前駆体である Si(OSiMe3)4 な

どを用いることで、数種のケイ素系水素キャリア候補材料を合成した。 
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